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現状分析・課題点  解決策（事業内容）

❶外貨を稼ぎ、地域経済を維持する必要がある
　　今後、人口が減少し国内消費が縮小していくため

❷潜在旅行者に地域の魅力が伝わり辛い
　　（旅行者にとっては）事前にガイドブックや、検討先観光地の近くで暮らす知人友
人等から情報収集をしていたが、より体感を伴う情報収集が出来れば、旅行期間
をより濃く過ごせる

❸文化財が宝の持ち腐れ
　　常時展示が難しい、傷みやすい貴重な文化財は、観光客の前でのお披露目、
展示が難しかった。ただ、非常に価値が高く、お金を稼げる商材になるはず・・

❹BCP（緊急時の事業の継続）施策　　　　
　　自然災害や金融危機、紛争、伝染病など外的要因に脆いツーリズム業界では、
BCPがなかなかなかった。

 

メタバースの社会的普及にはまだ10年ほどかかると言われているが、限定的ではあるが今すぐに活用できる方法も多くある。

事業イメージ  予算感及び官公庁の補助金情報（※あくまで参考です）  ロードマップ・進め方　※発行まで約半年は確保したい

    ①コンセプト・戦略策定：目的、ミッション、ターゲット、ユーザーの体
験、収益モデル等

②既存物の3Dスキャン、空間の設計：空間設計（プラットフォーム選
定、全体デザイン、空間配置、コミュニケーション場所の設置等）

③ウォレットの作成：NFTや暗号資産を保管する「口座」を準備

④マーケティング：PR、SNSプロモーション,SEO対策、イベント開催等

⑤顧客サポート、PDCA

＜事業に必要な予算感＞　数百万円～
　内容：クリエイティブ費、NFT制作費、LP制作費、プロモーシ
ョン費、事業伴走費等

＜補助金・助成金元＞　デジタル田園都市国家構想交付金

※他の地域で既に確立されている優良モデル等を活用した実
装の取組（優良モデル導入支援型（TYPE1） ）

＜経費補助率＞　1/2

＜上限補助・助成金額＞　　1億万円まで
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地域のマーケティ
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＜結果＞リアルとメタバースの両立、同時並行による地域運営
を行う事により、マーケティング、収益力の向上に繋がる

＜メタバース×NFT×ツーリズムの活用モデル＞


